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 近年、様々な社会情勢の変化に応じて、コミュニケーション能力や自尊感情の低下などが問題視さ
れ、子どもの育ちに多様な課題があるとされる。それを踏まえて現在、社会で必要とされている力は
「社会人基礎力」（「前に踏み出す力」「考えぬく力」「チームで働く力」の 3 つの力と、それらを構
成する 12 の能力要素からなるもの）だと言われている。しかし、多様な学生が在籍する養成校で
「社会人基礎力」の育成をするためには、それ以前の課題も多いのではないだろうか。そこで本研究
では、実習事後指導において、学生が保育者として社会にデビューする際の理想像を明らかにして、
指導に必要な課題を得るとともに、指導のあり方について考察した。その結果、まず「社会人基礎
力」を活かすための「基礎学力」や、基盤となる「人間性・基本的な生活習慣」を指導する必要性が
見えてきた。今後は、実習指導の中でも基盤の部分を指導すること、実習指導担当者には保育現場経
験者を配置すること、さらに、基本的なマナーの育成は養成校のみでは難しいため、必要に応じて家
庭や社会とも連携をとる必要があることが示唆された。 
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１．問題と目的 
（1）現在の大学生に求められる「社会人基礎力」 
 近年、様々な社会情勢の変化に応じて、子どもの育ちに多様な課題が生まれている。例えば、幼い
ころから身近な環境にメディアがあることで、テレビやゲームの世界に入り込み、外で思う存分遊ぶ
ことが少なくなっている傾向があり、また、様々な事件や事故などの影響からか、子どもを外で遊ば
せることに周囲の大人が不安を抱えていることも少なくない。その結果、人との関わりが希薄にな
り、コミュニケーション能力や自尊感情の低下などが問題視されている。経済産業省（2010）によ
ると、生活環境は豊かになっているものの、先に述べたようにメディア中心の環境化で育つことでマ
ニュアル化している現状があるとされる。さらに、「幼いころから家族や兄弟が少なく、豊かな生活
の中で甘やかされて育ってきている」と、現在の子育て状況についても危惧している。これらの要因
から、やる気の低下だけではなく、「自分を強く押し出すことを求める今の社会にでていくことに恐
怖を感じるのではないか。そのため、意図的に他人を軽視することで、仮想的に自らの有能観を保つ
という心理規制、つまり『仮想的有能観』が生まれているのではないか」と述べている。 
 そんな中、今、社会に出るにあたって必要とされている力は「社会人基礎力」であると言われてい
る。「社会人基礎力」とは、経済産業省が 2006 年から提唱しているものであり、「人間性」や「基本
的な生活習慣」を基盤とした、「前に踏み出す力（アクション）」「考えぬく力（シンキング）」「チー
ムで働く力（チームワーク）」の 3 つの力と、それらを構成する「主体性」「働きかけ力」「実行力」
「課題発見力」「計画力」「想像力」「発信力」「傾聴力」「柔軟性」「状況把握力」「規律性」「ストレス
コントロール力」の 12 の能力要素からなるものである。経済産業省によると、これらの「社会人基
礎力」は、「基礎学力（読み、書き、算数、基本 IT スキル）」と「専門知識（仕事に必要な知識や資
格 等）」と相互に関係しながら向上していく力であると説明されている。社会に出る前の高等教育機
関である大学では特に、これらの力を育成することが期待されており、各大学で「社会人基礎力」の
育成を目指したカリキュラムを検討し、アクティブラーニングを意識した講義の実施や学生自身が行
う地域のイベント運営など、様々な取り組みが行われている。大学教育でのこうした取り組みの中で
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学生は、様々な課題に対して前向きに考える力や、仲間と協力して活動に参加しながら、協働性や積
極性が培われていくと考えられる。 
 
（2）保育者養成校の学生の現状と課題 
先述のとおり、「社会人基礎力」は、3 つの力と 12 の能力要素からなるものである。しかし、経済
産業省（2010）によると、「社会人基礎力」は、それだけを単独に高めるというのではなく、①人間
性、基本的な生活習慣をすべての活動の基盤として、②基礎学力、③専門知識と循環しながら成長し
ていくとされている。つまり、これらは個々で育成していくのではなく、それぞれがうまく相互作用
することによって、「社会人基礎力」の活性につながるということである。となれば、「社会人基礎
力」の育成には、3 つの力や 12 の能力要素ばかりに目を向けるのではなく、「社会人基礎力」の基盤
とされている①人間性、基本的な生活習慣、②基礎学力、③専門知識といった 3 つの能力育成と関
連させながら学習プログラムを構築していく必要があるのではないだろうか。しかしながら、①人間
性、基本的な生活習慣、②基礎学力のように、幼児期からの積み上げによって構築されていく能力に
対して、③専門知識の育成では、学生に具体的な社会生活を営むことをイメージさせていくため、２
つの能力がどの程度、育っているのかを確認しながら、より精緻的な学習プログラムを整備していく
ことが必要とされよう。 
2002 年、文部科学省では、質の高い保育者を養成するため、保育者養成校の成すべき役割とし
て、「幼児の総合的な発達を促すため、幼児理解に基づき、遊びを通じて総合的に指導するという幼
稚園教員の基盤的な専門性を養成することが、まず取り組むべき重要なことである。その際、教員が
具体的に保育を構想し、実践する力の基盤を形成することが求められる」ことが示された。しかし、
現状はどうであろうか。 
西山ら（2007）によれば、保育職を目指す学生に専門知識を習得させる場合、「教育・福祉領域の
職種にあって、高い専門性と職業観が求められる職域」であることを保育者養成校の教員自身が認識
していくことが重要であるという。またその際、学生には「関心・興味を持ち続け、不断に職業に係
りながら専門性を高めていく」ことに気づかせていかなければならないと、保育者養成における指導
のあり方について指摘がなされている。その一方、林ら（2012）は、保育職への夢を抱いて入学し
ても、現実的な問題と向き合う中で、自身の適正感について自問自答し、最終的には保育職を諦めて
しまう学生が少なくないという、学生の弱さを指摘する報告や、大川（2016）のように、子どもが
好きという理由だけで保育職を目指すがゆえに、大人との人間関係を苦痛としている学生の報告は散
見するものの、それを改善に導くための具体的な手立てを示す研究はあまり見受けられない。 
このような現状からしても、こうした問題を解決するための具体的な指導方法を考えていくことは
喫緊の課題であろう。その一視座として、保育者養成で必要とされる「社会人基礎力」の育成には、
一般的な常識やマナーを身につけさせていくことはもちろんであるが（①人間性、基本的な生活習
慣）、これらがすべての能力の要となっていることを学生に気付かせていくことが必要なのではない
だろうか。そのうえで、社会で働く際に必要となる読み書き能力の必要性（②基礎学力）に気付か
せ、さらには、自らが理想とする保育者像を明確にイメージさせて、自身に不足している問題点の整
理・改善のための具体的手立てを計画（③専門知識）させていく取り組みが必要であると考える。 
2017 年、文部科学省では教員免許に関するカリキュラムの検討が行われ、これまで以上に質の高
い保育者を養成していくことが求められている。しかし現場保育者からは、実習生の指導において、
専門性以外のマナーなどの指導に苦慮することも少なくないという声もささやかれている。実習が、
免許取得にかかわる実践的な学びの場として重要視され、学生の成長が期待されているものであるこ
とは間違いないが、指導を現場任せにしていてはいけない。 
そこで本研究では、実習事後指導において、学生が実習を通して、どのような保育者に憧れを抱 
き、どのような課題をもっているのかを明らかにして、今後の実習指導に必要な課題収集並びにそれ
必要な指導のあり方について考察することを目的とする。 
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２．調査方法 
（1）学生の意識調査 
対象 １年次生 67 名 
期間 2017 年 4 月 
内容 記述式の課題を活用した意識調査 
幼稚園教育実習方法研究Ⅰの事後指導（第 15 講）において調査を行った。調査項目は「素敵
な教師とは」という質問に対して学生自身がイメージしている姿を箇条書きで回答するように指
示した。 
（2）調査分析の方法 
学生から得られた回答を類似する内容ごとにまとめ、一次的カテゴリーとして整理を行った
（一次的カテゴリー記号；〈〉）。次に、一次的カテゴリーをさらに類似する内容ごとにまとめ直
して、二次的カテゴリーとして分析を行った（二次的カテゴリー記号；《》）。さらに、「社会人基
礎力」の構造を基に人間性・社会性・専門性の 3つを上位層のカテゴリーとして位置づけた（上
位置カテゴリー記号；【】）。そして、二次的カテゴリーを、その内容から、上位置カテゴリーに
分類した。これらの結果をもとに、学生の「素敵な教師像」について検討を行い、事前指導に必
要な課題と課題克服に必要とされる指導のあり方について考察を行った。 
   
３．結果と考察 
 今回の学生への質問は「素敵な教師」とした。「素敵な教師」とは、つまり学生自身がもつ「憧
れ」の教師像である。よって、分析においては、素敵な教師＝理想の保育者像として検討を行った。
その結果、計 763 の回答が得られた。そのうち、【人間性】【専門性】【社会性】の 3 つの上位置カテ
ゴリーに該当する回答は、【人間性】では 279 の回答（37％）、【専門性】では 262 の回答（34％）、
【社会性】では 222 の回答（29％）であった（表 1）。 
 
表１：理想の保育者像のカテゴリー表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上位
層
二次的カテゴリー 一次的カテゴリー 回　答
上位
層
二次的カテゴリー 一次的カテゴリー 回　答
上位
層
二次的カテゴリー 一次的カテゴリー 回　答
文字・文章（44）
字が綺麗・見やすい字　など
文章力がある
コミュニケーション（24）
コミュニケーションが取れる・社交
的　など
説明力（30）
説明がわかりやすい・教え方がうま
い　など
知識（24） 豆知識がある・雑学・物知り 親近感（13） 親しみやすい・話しやすい　など ピアノ（14）
ピアノがうまい・ピアノが弾ける
など
姿勢（26） 姿勢が良い・正しい姿勢　など 協力的（1） 周囲と協力する 作画（13） 絵がうまい・絵心がある　など
清潔感（22） 清潔感がある・清潔な教師　など 自己表現（4） 表現力がある・表情豊か　など 運動（12） 運動が得意・運動ができる　など
挨拶（22）
挨拶ができる・正しい挨拶をする
など
笑顔（52） いつも笑顔・笑顔が素敵　など 読み聞かせ（10）
引きつける絵本の読み方ができる・
紙芝居の読み聞かせが上手い　など
言葉使い（18）
言葉使いが綺麗・言葉使いが丁寧
など
大きな声（43) 大きな声・声が大きい教師　など 歌唱（7） 歌が上手い・
身だしなみ（17） 身だしなみを整えている　他 元気（35） 元気・いつも元気　など 遊び（7）
全力で遊ぶ・遊びをたくさん提供で
きる　など
礼儀（8） 礼儀正しい 明るさ（26） 明るい・明るい教師　など 手遊び（6） 手遊びをするのが上手い　など
信頼感（11） 頼りになる・信頼できる　など 面白さ（23） 面白い・ユーモアがある　など 切り替え（59）
切り替えができる・メリハリがある
など
責任感（8） 責任感がある・責任感が強い　など プラス思考（8） 前向き・ポジティブ　など 臨機応変（8）
臨機応変に動ける教師・場に応じて
対応できる　など
平等性（5） 贔屓をしない・平等に接する　など 楽しさ（8） 楽しい・一緒にいて楽しい　など 明快さ（7） ハキハキしている
風格（3） 堂々としている 自己解放（7）
時にバカになれる・馬鹿ができる
など
機敏さ（3） テキパキしている人
手本（12） 見本になる・モデルである　など 表情豊か（9） 表情豊か・表情が豊かな教師　など 子ども理解（23）
子どもの目線で話す・子ども一人ひ
とりに目を向ける　など
御礼・謝罪（7）
ありがとう、ごめんなさいが言える
など
行動力（14） 行動力がある・行動が早い　など 観察力（15） 変化にきづく・子どもを観る　など
時間を守る（7） 時間を守る・遅刻しない　など 熱意（13） 熱心・熱意がある　など 童心（11） 自分も楽しむ・一緒に遊ぶ　など
約束を守る（4）
約束を守る・言ったことは守る　な
ど
積極性（9） 積極的・自ら積極的に関わる　など
そ
の
他
その他 健康管理（7） 体力がある・強い心身　など
常識的（4） 常識的・常識がある　など 努力（7） 努力ができる・努力家　など
物を大切にする（2）物を大切にする・物を大切に使う 計画性（7）
計画性がある教師・計画的に動く
など
ルールを守る（1） ルールを守る
秘密を守る（1） 秘密を守る
責任・信頼
社会的マナー 自発性
技能
指導力
子ども理解
専
門
性
コミュニケー
ション能力
陽気な気質
社
会
性
人
間
性
勤勉性
基礎的マナー
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①人間性 
 【人間性】のグループでは、279 の回答のうち、《陽気な気質》や《コミュニケーション能力》《自
発性》３つのカテゴリーが見いだされた。 
1 つ目の《陽気な気質》では、個人の性格を示すものが主であった。これらの中に含まれる項目と
しては、〈笑顔〉や〈明るさ〉〈面白さ〉が特に目立った。また、〈元気〉〈大きな声〉〈表情豊か〉な
どの回答も多かった。学生は、保育者とは常に〈笑顔〉で〈表情豊か〉であり、また、〈明るさ〉や
〈面白さ〉をもった〈大きな声〉で話すこともできる〈元気〉な人、つまり《陽気な気質》をもった
人が、素敵であると考えていることが窺える。さらに、〈プラス思考〉というカテゴリーも生成さ
れ、多様な業務をこなさなければならない保育者は、何事もポジティブに捉えて取り組む必要がある
と考えていることも見えてきた。学生が挙げているように、一般的にも、日頃子どもと関わる保育者
には、明るく、活発なイメージが強いであろう。それは、発達段階における子どもに関わる大人とし
て、必要な資質のひとつと考えられているからではないだろうか。大人は子どもにとってモデルであ
る。身近な人物が、陰気で暗いと、子どもは不安になり、本来得られるはずの情緒の安定も得られな
くなるだろう。素敵な教師を思い浮かべたとき、学生がこうした項目を挙げたことも頷ける。 
 2 つ目の《コミュニケーション能力》では、周囲との関係性を築くために必要な内容が目立った。
主な項目として、〈コミュニケーション〉や〈親しみやすさ〉があげられていた。他にも、〈協力的〉
な人であることや、〈自己表現〉が豊かであることなども含まれていた。このことから学生は、保育
者とは〈親近感〉があり、〈自己表現〉が豊かであること、また、社交的で〈コミュニケーション〉
を取ることがうまいことや様々な場所で〈協力的〉な力をもっていることが、理想の保育者の条件だ
と考えていることが窺える。 
筆者は、巡回指導等において、現場の保育者から多くの意見を聞くことがあるが、中でも特に、保
育者に必要な人間性として、他者と協調、協働して組織運営を遂行していく力が必要だと耳にするこ
とがある。この考えは、他職種においても当然必要な考えではあるが、子どもの育ちを支える時、一
人ではなく周囲と連携を取りながら、多様な面から子どもを理解し、関わっていく必要もあろう。学
生は実習を通して、幼児教育における保育者のコミュニケーション能力の必要性を改めて感じたので
はないだろうか。 
3 つ目のグループでは《自発性》という意見が目立った。カテゴリーでは、〈行動力〉〈熱意〉〈積
極性〉〈計画性〉〈努力〉などがあげられていた。学生は、理想の保育者に対して、保育に対する〈熱
意〉があり、ピアノなどの苦手なことでもあきらめない〈努力家〉で、自ら進んで様々な行事等に関
わる〈積極性〉と、子どもの姿から日々の保育や行事等の計画を立てる〈計画性〉をもちあわせてい
ると考えていることが窺える。日々の保育は、決して無計画で行われているわけではない。保育者
は、目の前の子どものことを常に見て、必要に応じた指導・支援を行っているのである。そのために
は、先の見通しをもつことも重要と言えよう。 
これらのことから、学生は、理想の保育者像に人間性を重視していることが見えてきた。しかし、
学生の考える人間性は、主に外面的な見栄えや、チームワーク力、決意表明の回答にとどまってお
り、具体性に欠ける内容であることが明らかとなった。 
②専門性 
 【専門性】のグループでは、262 の回答のうち、《技能》《指導力》《子ども理解》の 3 つのカテゴ
リーが見いだされた。 
1 つ目の《技能》では、カテゴリーに〈ピアノ〉〈作画〉〈運動〉〈読み聞かせ〉〈歌唱〉〈遊び〉〈手
遊び〉が挙げられていた。これらは、どれも保育の技能を示すものである。学生は、部分実習を通し
て〈ピアノ〉などの実技力が必要不可欠であると考えていることが窺われた。 
2 つ目の《指導力》では、カテゴリーに〈説明力〉〈場の転換〉〈臨機応変〉〈明快さ〉〈機敏さ〉が
挙げられていた。〈説明力〉に関しては、子どもにわかりやすい説明や教え方を挙げており、子ども
と関わる際には、保育者自身の指導力が問われると考えていることがわかる。学生は、実習を通して
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実際の保育に携わり、子どもの指導や支援の難しさを体験から学んでいると言えよう。保育者の指導
力は、子どもの育ちに大きな影響を与えるものである。保育に答えはないと言われているが、子ども
を指導するにあたって保育者は、メリハリのある〈場の転換〉を行い、その場に応じた〈臨機応変〉
な対応が求められるため、〈明快さ〉や〈機敏さ〉を理想に掲げているのではないだろうか。 
3 つ目の《子ども理解》では、カテゴリーに〈寄り添う力〉〈観察力〉〈童心〉が挙げられていた。
学生は、保育者が子どもを理解しようとする際、子どもに〈寄り添う力〉を最も大切に考えていた。
そのうえで、〈童心〉をもって子どもと関わり、子どもの言動を〈観察（しようとする）力〉を大切
にしていることが明らかとなった。 
これらのことから学生は、理想の保育者像に、専門性を身につけることが重要だと考えていること
が見えてきた。しかし、学生の考える専門性は、自分が保育職に就いたときの保育技能に関する意見
が主で、なぜそれが必要になってくるのかという、専門職種に必要とされる専門的知識の習得にまで
は至っていないことがわかった。 
③社会性 
【社会性】のグループでは、222 の回答のうち、《勤勉性》《責任・信頼》《基礎的マナー》《社会的
マナー》の４つのカテゴリーが見いだされた。 
 1 つ目の《勤勉性》では、カテゴリーとして、〈綺麗な文字〉〈文章力〉〈知識〉が挙げられてい
た。保育者の業務には常日頃から書く仕事が多いと言われている。実習記録を通して、文章の難しさ
や文字を丁寧に書くことの必要性を経験から学んだ学生も多いであろう。保育者は読みやすい〈綺麗
な文字〉で書くことや、〈文章力〉が求められると考えており、さらに、文章を書くためには、雑学
を身につけ〈知識〉を増やす必要があると考えているのではないだろうか。 
 2 つ目の《責任・信頼》では、カテゴリーとして、社会の中で生きていくために必要だと考えられ
る〈責任感〉〈公平性〉〈貫禄〉が挙げられていた。保育者は、子どもだけではなく保護者との関わり
も重要である。そのため、保護者との信頼関係を築くことが肝要であろう。実習を通して保育者の姿
を間近で見ることにより保護者の存在の重要性を感じてきたであろう学生は、理想の保育者とは、
〈公平性〉と〈責任感〉があり、〈貫禄〉をもちあわせた外見に魅力を感じている様子が窺えた。 
 3 つ目の《基礎的マナー》では、カテゴリーとして、〈姿勢〉〈清潔感〉〈挨拶〉〈言葉使い〉〈身だ
しなみ〉〈礼儀〉が挙げられていた。保育者は子どもに常に見られている職業である。そのため、〈姿
勢〉が良く、〈身だしなみ〉も整っていて〈清潔感〉に溢れ、日頃の〈挨拶〉や〈言葉使い〉など
〈礼儀〉も正しくあることが求められると考えているのではないだろうか。 
 4 つ目の《社会的マナー》では、カテゴリーとして、〈モデル〉〈御礼・謝罪〉〈時間を守る〉〈約束
を守る〉〈常識的〉〈ものを大切にする〉〈ルールを守る〉〈秘密を守る〉が挙げられていた。保育者に
は、先述した《基礎的マナー》も必要だが、さらに社会人としてのマナーも求められている。学生
は、〈時間を守る〉〈約束を守る〉〈ルールを守る〉〈秘密を守る〉など様々な社会のルールを守ること
を大切にしていた。つまり学生は、〈常識的〉であり、素直に〈御礼・謝罪〉ができ、〈ものを大切に
する〉など、子どもの〈モデル〉となれる人を理想の保育者と考えていると言えよう。 
 これらのことから学生は、理想の保育者像に、社会性を身につけることが重要だと考えていること
が見えてきた。学生は、実習を通して主体的に自分の課題に向き合おうとしているが、これらの課題
は、養成校だけで身につけられるものではなく、家庭環境や社会環境も関係している様子が窺われ
た。 
④その他 
 その他として、少数派であったが、学生は実習を通して保育者に必要な条件を健康管理だと考えて
いることが窺えた。 
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４．総合考察 
 本研究では、実習事後指導において、実習を経験した学生を対象に、理想の保育者像について学生
の意識調査を行った。その結果、学生は、「社会人基礎力」で求められている 3 つの能力を意識してい
ないわけではないが、実習を経験した割には、表面的な内容ばかりで具体性に欠ける特徴が見受けら
れた。その一方で、保育者養成校だけでは補えない指導もあることが窺われた。 
「社会人基礎力」の育成には、3 つの能力（①前に踏み出す力、②考え抜く力、③チームで働く力）
が必要だと言われている。①の前に踏み出す力では、アクションを起こすためには自ら新たな環境に
目的をもって主体的かつ確実に実行する力が必要とされている。②の考え抜く力では、現状を見て自
らの課題を探し、また、その課題を解決するための計画をたてる力を身につけていくことが必要とさ
れている。③チームで働く力では、自分の感情をコントロールして、他者と協働して目標を達成して
いこうとする力が求められている。 
しかし、学生の回答は、前に踏み出そうとする力があるように窺えはするが、具体的になぜそれが
理想の保育者像につながっていったのか、そのプロセスをイメージさせるような回答はほとんど見受
けられなかった。その原因として考えられるのは、学生が、回答した内容の意味を深く考えるところ
までには至っていないということが挙げられるのではないだろうか。 
今回、学生が最も多く回答していたのは、【人間性】に関する内容であったが、そのなかには、保育
者の資質として必要と考えられるものもあった。橘田（2010）は、教師にはユーモア感覚が必要だと
述べ、小学校教師の例を挙げながら「教師の権威を示すことよりも、リラックスさせる・締め付けな
い・緩やかにする・（ある意味）いい加減・解放してやるなどをポイントに、子どもの良いところを拾
い出して伸ばす・褒めることで子どもの中からもっと豊かなものを引き出すことが重要となる。子ど
もの発達段階こそ異なるが、保育者においても同様であろう」としている。今回、学生からも面白さ
や楽しさ、明るさなど気質に関わる項目が挙げられていた。こうした気質に着目したところをとって
考えると、一見、保育者の資質を理解しているかのように見える。しかし、その内容を確認してみれ
ば、笑顔、明るい、面白いなどの表面上の回答に過ぎない。つまり、外面的な見栄えや、チームワー
ク力、決意表明の回答にとどまっており、なぜそれが必要なのかという具体性には欠けていた。 
また、【専門性】に関しては、実際に現場で必要な保育技能に関わる回答が多かったものの、理想の
保育者となるために、なぜその技能が必要なのかという具体性は見えてこなかった。幼稚園教育実習
を体験したのちの調査であることを踏まえて考えれば、専門性に挙げられている内容は、表面上にと
どまるのではなく、例えば、何のために絵を描くことや絵本を読み聞かせる技能が必要なのかという
ような具体性が出てきても良いのではないだろうか。 
さらに、【社会性】でも、理想の保育者像として、挨拶や礼儀、時間厳守などの基礎的マナーが挙げ
られていたが、これについても保育者としてなぜそれが必要なのかまで理解して回答されているもの
はなかった。 
以上の学生の回答から、学生が自身を振り返り見て、理想の保育者の姿を考えたときに浮かぶのは、
基盤的な部分にとどまっていた。自己肯定感を育てるというような実習指導が重要であると言われて
いるが、それだけではなく、学生が、まずどのようなものに憧れているのかを明らかにし、ないもの
ねだりをしていることに気付いて、自分と向き合うというプロセスが必要であると考える。 
すべてのカテゴリーに共通しているのは、学生が理想の保育者像をイメージするとき、自分に備わ
っていないものに憧れを抱いているということである。それは、おそらく当たり前のことであろうが、
社会に出るに当たって必要な基盤が欠けていると思われる学生は、基礎的マナーや社会的マナーを身
につけた保育者に魅力を感じ、自分もそうなりたいと考えるのであろう。 
このような現状があるなか、実習指導では、記録の書き方や、関連書類の作成などの指導が主とな
っており、挨拶や礼儀作法などの基礎的マナーに関する指導が不足していることが考えられる。そも
そも、「社会人基礎力」とは、それだけで成長できるものではなく、「人間性・基本的な生活習慣」を
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基盤として、「専門知識」や「基礎学力」が相互に作用し、循環的に向上するものであるとされている。
しかし、今回の学生の回答では、「社会人基礎力」を活かす力として必要な「人間性・基本的な生活習
慣」、「基礎学力」に、とどまっている傾向が強いことが窺われた。多様な学生の現状を踏まえると、
「大学生だから」「もう○○歳なのだから」は通用しないだろう。基盤の部分が欠如していると、例え
ば、実習指導中のみならず実習中にも記録等の提出期日が守れない、園からの指示が理解できないま
ま動き保育に支障を来すなどの事態を招きかねない。 
これらのことからも、実習指導では、学生に対する「人間性・基本的な生活習慣」の指導にも目を
向けていかなければならないのではないだろうか。しかし、「人間性・基本的な生活習慣」に関しては、
養成校へ入学する前までに蓄積されてこなければならないものであり、養成校のみでは指導しきれな
い。とはいえ、社会に出る前の最後の砦である教育機関として指導する必要はあろう。そのためには、
養成校は家庭や社会とも連携を図り、共通理解をして取り組む必要があるのではないだろうか。 
海口（2007）は、大学全入という時代を踏まえたうえで、十分な力量が確保されない保育者を現場
に大量投入することは、保育者の専門性および力量低下を招来しかねないと警鐘を鳴らしている。こ
の現状に加えて、保育現場は今保育者不足に悩んでいる。大川（2016）は、「保育の質、保育者の資質
向上。綺麗な謳い文句が保育関係者の口からは聞かれる。しかし、それ以前の問題がたくさん放置さ
れているのである」と述べている。実際、筆者が実習巡回などに行くと、様々な保育者に関する課題
を話される現場も少なくない。中には、「保育者の資質も見たいが、そんなことも言っていられない」
「とにかく人材を確保しなければと思って採用せざるを得ない状況で、力量不足な保育者もいる」「一
人育てるために相当の時間を要する」など、理想と現実の狭間で悩んでいる現場もある。 
経済産業省（2010）は、「社会に人材を送り出す大学でも、学問の伝達を重視する教員が、『社会人
基礎力』の育成の基本目的である、社会のさまざまな現場で活躍できる人材を育てるということを十
分なし得ているかどうかには、残念ながら疑わしいものがある」とし、そのうえで「社会人基礎力」
を育成するためには、「大学教員にも、『自分は大学生を教育する教師でもある』という側面を重視」
することが重要であると述べている。なかでも、保育者養成校は、子どもをはじめとして、人と関わ
る専門的な人材を育成する重要な教育機関である。このような養成校に保育現場経験者がいることの
メリットは、現場の視点から学生を指導することが可能だということである。学生が、自身の将来と
向き合うとき、養成の段階で現場経験者と共に学ぶことには大きな意義があろう。そうした視点に立
って、改めて今回の結果を見ると、学生は現場が必要としているようなところまでは意識が至ってい
ないと言えよう。資格・免許を取得するに当たって、知識ばかり膨らませるのではなく、保育現場を
意識したうえで学ぶことも重要である。実習指導する際、こうした学生の現状を指導担当者が知った
うえで指導していくことも必要なのではないだろうか。 
 
以上のことから、保育の質や、保育者の資質向上を図るためには、養成校における学生指導の内容
を再検討する必要があろう。多種多様な養成校があるなか、それぞれの課題があることは想像に難く
ない。しかし、学生が抱える課題には共通点もあるのではないだろうか。「社会人基礎力」は、社会で
生きてくうえで大切な力であるが、それを育むためには、まず基盤の部分を学生自身が見つめ直す必
要がある。そこをなくして、「社会人基礎力」の育成は難しいと言えよう。養成校で言えば、質の良い
保育者の育成を目指すために、いくら専門的知識を伝えても、基盤がぐらついているようでは本末転
倒になってしまうということになる。質の高い保育者養成が、絵に描いた餅にならないよう、養成校
の段階で、学生が自分自身と向き合いながら、社会人として、そして専門職である保育者としてどう
育っていくか、その資質も含めて考えていきたいものである。そのためには、今後は実習指導の中で
も基盤の部分にも目を向けて、そのうえでの専門性の向上を図っていかなければならない。そうした
指導を遂行するためには、実習指導の担当者には現場経験者を配置することや必要に応じて家庭や社
会とも積極的に連携をとることなどが必要であると考える。 
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5．今後の課題 
 今回は、学生の意識調査にとどまったが、今後は、今回の調査結果を踏まえたうえで、実習指導の
実態を明らかにすることが必要である。そして、実態を明らかにすることにより、保育者としての資
質を育むための基盤をどう育てていくのか、養成校における「社会人基礎力」の育成のあり方につい
てさらに検討する必要があると考える。 
未来を担う子どもたちの健やかな育ちを守るためには、保育者養成に在籍する学生の現状を踏まえ、
今後の学生育てについて熟慮し、「社会人基礎力」にも目を向けた、より包括的な養成を考えていく必
要があるのではないだろうか。それがひいては、保育者を目指す学生たち自身の人間的な育ちにもつ
ながり、また学生の中の保育者像はより具体的かつ専門的なものになって、表面上だけではない深い
学びになっていくことを期待したい。 
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